
事業
実施

要検
討

その
他

合計
事業
採択

不採択 合計

1　地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 道路建設課 1 1 1 1

小　計 1 1 1 1

1 1 1 1

総合評価区分

【県土整備部】　<公共事業、基本設計後>

事業の種類 事　業　名 担当課

反映結果

大規模事業事前評価結果　事業別反映状況一覧

事前評価　合計

道路事業

Ⅰ 事前評価
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事前評価

<公共事業　基本設計後>

1 地域連携道路整備事業 （ネットワーク形成型）（県土整備部道路建設課）

国 107号
大船渡市、住田町
白石峠

R4 R13

計画延長：L=2,700m
計画幅員：W=6.5（9.0）m（トンネル東側区
間）W=6.5（9.5）m（トンネル西側区間）
主要構造物：トンネル2,300m、橋梁１橋

9,400 事業実施 1.4 事業採択 20,000

大規模事業　事前評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

路線名等 箇所名

事　業　計　画 総合評価 政策等への反映状況

着手
年度

完了
予定
年度

主な事業内容
総事業費
（百万円）

(参考)
B/C

令和４年度
予算額
（千円）
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ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ 合計
事業
継続

一時
休工

合計

1　経営体育成基盤整備事業 農村建設課 3 3 3 3

小　計 3 3 3 3

合　計 3 3 3 3

ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ 合計
事業
継続

一時
休工

合計

2　地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 道路建設課 1 1 1 1

3　地域連携道路整備事業（地域密着型） 〃 1 1 1 1

小　計 2 2 2 2

4　広域河川改修事業 河川課 2 4 6 6 6

5　総合流域防災事業（河川） 〃 2 2 2 2

小　計 2 6 8 8 8

6  流域下水道事業 下水環境課 2 2 4 4 4

小　計 2 2 4 4 4

合　計 4 10 14 14 14

7 10 17 17 17

【農林水産部】

事業の種類 事　業　名 担当課

総合評価区分

河川事業

農業農村
整備事業

【県土整備部】

事業の種類 事　業　名 担当課

反映結果

反映結果

大規模事業継続評価結果　事業別反映状況一覧

下水道事業

継続評価　合計

総合評価区分

道路事業

Ⅱ 継続評価
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① ② ③

① 自然環境等の状況に係る評価

ａ：自然環境保全指針の「優れた自然」の保全区分毎の保全方向に沿って積極的

な対応をしているもの

ｂ： 〃  保全方向に沿った対応をしているもの

ｃ： 〃  保全方向に沿った対応をしていないもの

② 事業に関する指標からみた評価

ａ：評価点数が 80 点以上のもの 

ｂ：評価点数が 60 点以上 80 点未満のもの 

ｃ：評価点数が 60 点未満のもの 

③ 総合評価

「自然環境等の状況に係る評価結果」及び「事業に関する指標から見た評価結

果」の２つの項目評価結果を受けて総合評価を実施。

判定基準は次のとおり。

ＡＡ：いずれもａ評価となっているもの

Ａ：ａ評価とｂ評価で構成されているもの

Ｂ：いずれもｂ評価で構成されているもの

Ｃ：いずれかがｃ評価となっているもの

継続評価結果及び反映状況の見方 

※ 括弧内は、費用便益比(B/C)を基に、所得水準や物価水準といった地域間格差を考慮した各地

域別の地域修正係数を乗じた修正費用便益比を参考表示しています。 

継続評価

評価

点数

(100)

B/C
(※修正

B/C)

1 　○○事業（○○部○○課）　

○○ ○○ R1 R10
区画整理　226.1ha

暗渠排水　145.0ha
5,142,000 32,242 0.6 a a AA 86 1.38 事業継続 ○○

進捗率

②/①

（％）

○○年度まで

の進捗見込み
事　業　計　画

箇所名路線名等 総事業費

①

（千円）

自然環

境等の

状況に

係る評

価

事業費

②

（千円）

事業に

関する

指標か

らみた

評価

完了

予定

年度

主な事業内容

継　続　評　価　結　果

大規模公共事業　継続評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

政策等への反映状況

○○年度

予算額

（千円）

参考
着手

年度

総合

評価
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継続評価

評価
点数
(100)

B/C
(※修正
B/C)

【農業農村整備事業】

1 経営体育成基盤整備事業（農林水産部農村建設課）　

小山中央北 奥州市 R1 R10
区画整理　226.1ha
暗渠排水　145.0ha

5,142,000 131,036 2.5 a a AA 86 1.38 事業継続 81,000

下横瀬 奥州市 R1 R10
区画整理　174.6ha
暗渠排水　162.2ha

5,041,000 173,298 3.4 a a AA 86 1.30 事業継続 13,000

若柳中部 奥州市 H27 R7
区画整理　316.2ha
暗渠排水　303.8ha

6,556,000 4,338,413 66 a a AA 84 1.14 事業継続 45,000

【道路事業】 (国：国道、主：主要地方道、一：一般県道）

2 地域連携道路整備事業 （ネットワーク形成型）（県土整備部道路建設課）

国  282号
滝沢市
一本木

H6 R6 道路改築L=3,940m 7,350,154 6,947,839 95 a b A 69
1.3
(1.9)

事業継続 150,000

3 地域連携道路整備事業（地域密着型） （県土整備部道路建設課）

一　大ケ生徳田
線

盛岡市、矢巾町
徳田橋

H23 R10 道路改築L=1,200m 9,065,000 5,620,333 62 a b A 74
1.6
(2.3)

事業継続 887,000

【河川事業】

4 広域河川改修事業 （県土整備部河川課）

岩崎川 矢巾町、紫波町 H4 R8
L=10,500m
築堤、掘削、護岸

20,414,000 15,797,600 77 a a AA 97 21.4 事業継続 0

木賊川 盛岡市、滝沢市 S61 R19
L= 6,000 m
築堤、掘削、護岸

13,748,000 5,736,000 42 a a AA 89 16.5 事業継続 62,000

馬淵川
二戸市、八幡平
市、一戸町

H25 R27
築堤、掘削、護岸
L=16,790m  橋梁10橋

6,983,000 983,300 14 a ｂ A 79 1.1 事業継続 100,000

北上川（上流） 岩手町 H23 R11
L=4,600m
築堤、掘削、護岸

8,300,000 5,888,600 71 a ｂ A 77 1.4 事業継続 144,000

小屋畑川 久慈市 R3 R8
L=2,250m
河道付替え、掘削

7,000,000 300,000 4 a b A 74 1.3 事業継続 400,000

猿ヶ石川 遠野市 S53 R4
L= 12,200 m
築堤、掘削、護岸

11,500,000 10,583,284 92 a ｂ A 69 1.6 事業継続 0

5 総合流域防災事業（河川） （県土整備部河川課）

閉伊川 宮古市 S39 R7
L= 6,400 m
築堤、掘削、護岸

5,730,000 3,906,168 68 b a A 92 52.5 事業継続 0

滝名川 紫波町 S44 R7
L= 11,000 m
築堤、掘削、護岸

5,548,700 5,229,648 94 b a A 84 3.3 事業継続 26,000

【下水道事業】

6 流域下水道事業 （県土整備部下水環境課）

北上川上流流域
都南処理区

盛岡市、滝沢
市、雫石町、矢
巾町

S49 R12
処理能力 162,000m3
管渠延長 83.3km

121,700,000 119,064,580 98 a a AA 82 2.1 事業継続 607,500

北上川上流流域
花北処理区

花巻市、北上市 S54 R12
処理能力 48,010m3
管渠延長 42.7km

55,700,000 50,070,429 90 a a AA 82 1.4 事業継続 426,000

北上川上流流域
胆江処理区

奥州市、金ケ崎
町

S61 R12
処理能力 33,200m3
管渠延長 20.7km

34,500,000 31,535,114 91 a b A 78 1.5 事業継続 138,000

磐井川流域
一関処理区

一関市、平泉町 S57 R12
処理能力 21,200m3
管渠延長 8.9km

24,000,000 20,503,039 85 a b A 78 1.1 事業継続 292,000

継　続　評　価　結　果

大規模公共事業　継続評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

政策等への反映状況

令和４年度
予算額
（千円）

参考

事　業　計　画

箇所名路線名等

主な事業内容
進捗率
②/①
（％）

事業に
関する
指標か
らみた
評価

令和３年度まで
の進捗見込み

完了
予定
年度

総事業費
①

（千円）

自然環
境等の
状況に
係る評
価

事業費
②

（千円）

着手
年度

総合
評価
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事業
継続

見直
継続

休止 中止

1　地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 道路建設課 1 1 1 1

2　地域連携道路整備事業（地域密着型） 〃 1 1 1 1

小　計 1 1 2 2 2

合　計 1 1 2 2 2

1 1 2 2 2

【県土整備部】

事業の種類 事　業　名 担当課

総合評価区分 反映結果

事業
継続

事業
休止

合計

大規模事業再評価結果　事業別反映状況一覧

要　　検　　討

再評価　合計

道路事業

中止 合計
事業
継続

Ⅲ 再評価
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① ② ③

ＡＡ

Ａ

ＢＢ

Ｂ

Ｃ

大項目の評価 中項目の評価

中項目がいずれもａ評価となっているもの
(1) 事業の進捗状況

ａ：事業の進捗は順調であり、計画どおり確実な竣工が

見込まれるもの
　ｂ：事業を阻害する要因はあるが、一定の期間等を要す

ることにより解決できる見通しがあり、竣工の見通

しがあるもの
　ｃ：事業を阻害する要因の難易度が高く、現時点では事

業進捗の見通しが立たないもの

(2) 事業計画の変更の有無及び内容
ａ：事業計画の変更がないもの

ｂ：事業計画の変更はあるが、その内容が大幅でないもの

ｃ：事業計画の変更があり、その内容が大幅なもの

中項目がａ評価とｂ評価で構成されているもの

中項目がいずれもｂ評価となっているもの

事業計画の変更の有無及び内容がｃ評価のもの
（Ｃのものを除く）

事業の進捗状況がｃ評価であるもの（事業計画

の変更の有無についての評価は問わない）

① 事業進捗状況

② 社会経済情勢

③ 総合評価

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ

大項目の評価 中項目の評価

中項目がいずれもａ評価となっているもの

(1) 事業に関する社会経済情勢
ａ：全国又は本県において、政策や事業のあり方についての議論や見直しの

検討がないもの
　　ｂ：全国的に、政策や事業のあり方について見直しの検討があるもの

　　ｃ：本県内又は施工地域において、政策や事業のあり方についての議論や見

直しの検討があるもの

(2) 事業に関する評価指標の推移
ａ：評点が、事業着手時の90％以上のもの

ｂ：評点が、事業着手時の80％以上90％未満のもの
ｃ：評点が、事業着手時の80％未満のもの、又はＢ/Ｃが１未満（住宅建設

は0.5未満）となっているもの等があるもの

(3)自然環境等の状況及び環境配慮事項

ａ：自然環境保全指針の「優れた自然」の保全区分毎の保全方向に沿って
積極的な対応をしているもの

　　ｂ：　〃　保全方向に沿った対応をしているもの

　　ｃ：　〃　保全方向に沿った対応をしていないもの

中項目がａ評価とｂ評価で構成されているもの

ＡＡ、Ａ、Ｃ評価以外のもの

中項目がいずれもｃ評価となっているもの

総合評価 判　定　基　準

事業継続 ２つの大項目の評価がそれぞれＡＡ又はＡ若しくはＢＢである場合

要 検 討
事業継続、中止の評価以外の場合

※「事業継続」「見直し継続」「休止」「中止」の検討方針案を選択（国土交通省所管の補助事業の場

合は休止の選択はなし）

中　　止 事業の進捗状況等の評価にかかわらず、社会経済情勢等の変化がＣ評価である場合

再評価結果の反映状況の見方 

総合評価

進捗

状況

計画

変更

社会

経済

評価

指標

自然

環境

評価

点数

（100）

B/C
(※修正

B/C)

1 　○○事業（○○部○○課）

○○ ○○ H23 R11

延長L=4,600m

　築堤59,000ｍ3

　掘削34,000ｍ3

　護岸27,700ｍ2

8,300.0 5,578.6 67.2 a b A a a a AA 事業継続 77 1.4 事業継続 190,000

大規模公共事業　再評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

路 線 名 等 箇 所 名

事 業 計 画
○○年度までの進捗見

込み
再　評　価　結　果

着手

年度

完了

予定

年度

参考

政策等への反映状況

○○年度

予算額

（千円）

主な事業内容

総事業費

①

（百万円）

事業費

②

(百万円)

進捗率

②／①

（％）

　事業進捗状況 　社会経済情勢

再評価
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総合評価

進捗
状況

計画
変更

社会
経済

評価
指標

自然
環境

評価
点数
（100）

B/C
(※修正

B/C)

【道路事業】 (国：国道、主：主要地方道、一：一般県道）

1 地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） （県土整備部道路建設課）

国 397号
奥州市
小谷木橋

H24 R6

計画延長：L=1,420m
計画幅員：
W=6.5(15.0
～16.5)
橋梁延長：L=597m

12,000.0 10,136.0 84.5 a b A a a a AA 事業継続 73
1.2

(2.0)
事業継続 350,000

2 地域連携道路整備事業（地域密着型）（県土整備部道路建設課）

主　花巻大曲線
西和賀町
小倉山の２

H14 R6

計画延長：L=2,380m
計画幅員：
W=5.5(7.0)m
４号トンネル
L=1,034m
５号トンネル：L=294m
８号橋：L=41m
９号橋：L=40m
10号橋：L=25m

6,700.0 5,039.0 75.2 a b A a c a B
要検討

（事業継続）
61

0.4
(0.6)

事業継続 648,186

政策等への反映状況

令和４年度
予算額
（千円）

主な事業内容
総事業費

①
（百万円）

事業費
②

(百万円)

進捗率
②／①
（％）

　事業進捗状況 　社会経済情勢

大規模公共事業　再評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

路 線 名 等 箇 所 名

事 業 計 画
令和３年度までの進

捗見込み
再　評　価　結　果

着手
年度

完了
予定
年度

参考

再評価
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